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令和 5年度予算見積調書 課室名:

説明事業

生産振興課
担当名: 花き・果樹・特産・水産担当

内線: 4151 (単位：千円)
会計

P73 魚影豊かな川づくり推進支援事業 一般会
計

農林水
産業費

蚕糸特
産及び
水産業

項
水産業振興費 河川漁業振興対策費

番号 事業名

事 業
期 間

平成30年度～ 根 拠
法 令

内水面漁業の振興に関する法律第十二条、第十三条

款

針路 12
分野施策 1202

１　事業概要 ５　事業説明

SDGsｺﾞｰﾙ
SDGsﾀｰｹﾞｯﾄ

12,15
12-2,15-1,15-8

　魚の放流や外来魚、カワウ対策により、河川に魚と遊
漁者を増やすことで、漁協の遊漁料収入が増えるような
好循環の仕組みづくりを図る。

　(1)　おさかな増殖事業　　　　　　 4,052千円
　(2)　外来魚・カワウ駆除対策事業　 2,142千円

（１）事業内容
　　ア　おさかな増殖事業　　　　　　　　　　　　 4,052千円
　　　（ｱ）放流による魚が増える環境づくり支援　　2,700千円
　　　（ｲ）魚影豊かな川づくり緊急支援　　　　　　1,352千円

　　イ　外来魚・カワウ駆除対策事業　　　　　　　 2,142千円
　　  （ｱ）専門業者による駆除対策　　　　　　　　2,000千円
      （ｲ）再放流禁止等啓発支援　　　　　　　　　　142千円
　
（２）事業計画
　　ア（ｱ）釣り団体等による魚の放流の補助　　3団体
　　　（ｲ）水産研究所による県産ワカサギの放流・自然増殖支援
　　イ（ｱ）外来魚・カワウの駆除・繁殖抑制業務の委託
　　　（ｲ）再放流禁止等普及啓発資料の作成
　
（３）事業効果
　　　川に魚が増え、遊漁者が増えることにより、水辺の賑わいが増し、漁協の遊漁料収入が増える好循環の形成が図ら
　　れる。
　　　魚の放流量　　3,000kg/年　増加　　県内漁獲量　目標206t/年

（４）県民・民間活力、職員のマンパワー、他団体等の連携状況
　　　漁業協同組合や釣り団体等と連携し、効果的な事業の実施を図る。

２　事業主体及び負担区分
(1)　(県1/2・釣り団体等1/2)、(県10/10)
(2)　(県 10/10)

３　地方財政措置の状況
なし

４　事業費に係る人件費、組織の新設、改廃及び増員
9,500千円×1.0人＝9,500千円

予算額
財　　源　　内　　訳

一般財源
前年との

対比

決定額 6,194

前年額 7,604 7,604

― 農林部 73 ―

儲かる農林業の推進

6,194 △1,410

強みを生かした収益力のある農業の確立



 

事業名

単位事業名 予算額 4,052千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

旅費 12 0 指導旅費 200円×3人×20日

需用費 1,340 △210 人工産卵床(キンラン) 1千円×10本×5地点×2水域×2回
人工産卵床(寒冷紗) 10千円×3巻
網生け簀 85千円×2個
検体購入費 1,500円×10kg
網かご 1千円×17個
サンプル瓶 1千円×5地点×2水域×2回
エタノール 10千円×4本
厚手二重袋 10千円×2束
粘着除去用鉱石(カオリン) 12千円
袋網 50千円×6張
エアレーション用品 72千円×1式
コードリール 5千円×2本
耐圧ホース 17円×1,000cm
バケツ 500円×13
ガソリン代(公用車) 154円×125km÷10km×40日
ガソリン代(ボートエンジン) 154円÷1L×5L÷1回×30回×2機
電気代 36.8円×6,000kWh
飼料費 325円×200kg

負担金、補助及び交付金 2,700 △300 放流費補助 450千円×6団体

合計 4,052 △510

事業内訳書

魚影豊かな川づくり推進支援事業

おさかな増殖事業

主な内容



 

 

単位事業名 予算額 2,142千円

　
（単位：千円）

節 当初予算額 対前年度増減額

需用費 102 △100 文具類(ボールペン) 100円×10本
文具類(マジックペン) 100円×10本
普及啓発資料作成費 10円×10,000部

役務費 40 0 切手代 250円×160箇所

委託料 2,000 △800 外来魚・カワウ・繁殖抑制業務委託　 2,000千円

合計 2,142 △900

主な内容

外来魚・カワウ駆除対策事業


